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マタイによる福音書 13：53-58

 降誕節第 4主日を迎えました。そこで、
私たちが今深く実感していることは、主我
らと共にいます、この現実です。特に、こ
の思いを深めつつ、過ぐる一週間を過ごし
たのがこうして主の御前に集う私たちであ
りました。先週の日曜日、私たちはイエス
様の命を共に分かち合い、イエス様の命に
生かされていることを共々に味わい知らさ
れる者であったからです。そして、このこ
とはまた、「この私」が「この恵み」に与
り、良かった良かったというだけで終わる
話ではないということです。私たちがイエ
ス様の恵みに与るということは、「この私
だけ」が救われて良かった、ということで
はないからです。なぜなら、神様が世の始
めより私たちに期待することは、そういう
個人的で独りよがりなものではないからで
す。それは、イエス様という神様の独り子
をこの世にお遣わしになり、その愛する御
子イエス様を十字架に付けてまで現そうと
された、神様のこの御心を考えれば分かる
ことです。もし御子を十字架につけ、甦ら
された私たちの神様が独りよがりなお方で
あるなら、そんな回りくどい方法を取るこ
とはなかったはずだからです。それゆえ、
私たちの神様はその独自の考えを押しつ
け、私たちを意のままに従わせ、操ろうな
どとはお考えになりません。もし、私たち
の神様がその独自の考え方に固執し、私た
ちを意のままに操ろうとしているなら、私
たちの生きる世界は、表面上はもっと穏や
かで平安な、誰もが満足するであろう満ち
足りたものになっていたはずだからです。
ところが、現実はそうではない、それは、
神様の力が及ばなかったからではありませ
ん。 
 世界の初めについて御言葉が語るところ
は、神様が世界を秩序あるものとし、その
世界の秩序を保つ役割を私たち人間に与え
られたということです。このことはつま
り、私たち人間には、世界をより良くする
力が神様によってはじめから与えられてい
るということです。しかし、それにも関わ
らず、私たち人間はその道を逸れてしま
う、世界の混乱の理由はそれゆえのことで
もありますが、それついては、イスラエル
の歴史が明らかにするところでもあるので
す。ただ、私たちが道を外れてしまうの
は、私たちの考えるところが誰の目から見
ても常に不埒であるからではありません。

イスラエルの歴史が明らかにするところ
は、皮肉なことに神様を一生懸命信じよう
としているがゆえに道を外れてしまう、そ
ういうところがないのではなく、あるとい
うことでした。それは、私たち人間には、
神様を利用してまでも自分の思いを遂げよ
うとするところがあるからです。ですか
ら、イエス様が私たちに与えられたのは、
私たちがそうならないように私たち人間を
導くためでもありますが、ですから、私た
ちがこのイエス様と共にあることに大きな
希望を見出すのはそのためです。それは、
このイエス様によって私たちが自分の思い
や考えを大きく超えて、必ず変えられてい
くものでもあるからです。先週、私たちが
御言葉から聞いたことはこのことでもあり
ますが、それは、私たちがイエス様と共に
ある交わりに生かされているからです。と
ころが、この天の御国の奥義を知らされた
私たちに、御言葉がその最後に語ること
は、耳を疑いたくなるような話でありまし
た。 
 御言葉がここで語ることは、イエス様の
家族、同郷の人々の、イエス様に向けられ
たその無理解についてでありますが、その
理由についてイエス様は「預言者が敬われ
ないのは、その故郷、家族の間だけであ
る」と仰るのです。そして、こう仰る理由
を聞いていくと、なるほどそういうものか
との想像も成り立ちます。会堂で教えられ
ているイエス様を見て、家族、故郷の人々
が「この人は、このような知恵と奇跡を行
う力をどこから得たのだろう。この人は大
工の息子ではないか。母親はマリアとい
い、兄弟はヤコブ、ヨセフ、シモン、ユダ
ではないか。姉妹たちは皆、我々と一緒に
住んでいるではないか」と言って躓いたと
あるように、自分の経験や物差しを基準と
してイエス様を見て行く時に、どうしても
それが邪魔になって、ありのままを受け入
れることができないからです。それは、イ
エス様との関係性がある意味で固定化し、
出来上がっていたからでもありますが、つ
まりは、家の子に限ってということの逆パ
ターンがイエス様の家族、同郷の人々の間
に起こったということです。ですから、そ
ういう意味で、イエス様の家族、同郷の
人々は変わる必要があった、では、彼らは
どうすれば変わることができるのか。それ
は、イエス様を下にも置かないということ



2 

ではありません。 
 下にも置かないということは、敬意を表
すだけでなく、そこにはその力を利用しよ
うとする浅ましさをも同時に見ることがで
きるのです。ですから、御言葉がここでイ
エス様がほとんど奇跡を行わなかったと言
っているのは、もしかしたら、そういうこ
とがあって、それで自分たちに利益をもた
らさないことに家族、同郷の人々が苛立
ち、 結果、イエス様に躓いた、可能性の
一つとしてそう考えることもできると思い
ます。ただ、私たちがここで考えなければ
ならないことは、イエス様の家族、同郷の
人々の人間としての浅ましさやあざとさと
いった、いわゆるゴシップネタのようなも
のではありません。イエス様とイエス様の
家族を人間の負の側面に引きずり下ろし
て、そういうところが人間にはあるよね、
ある、あるというところでこの御言葉の理
解にいくら努めたところで、そこから得ら
れるものは何もないからです。むしろ、こ
こでのことに限らず、この手の分かりやす
さというものは、私たちが御言葉を深く理
解しようとする時、まさに十字架と復活の
出来事がそうであるように、逆に作用する
場合が多いからです。つまり、私たちと近
いところにイエス様を意図的に置こうとす
る試みは返ってイエス様を遠ざけてしまう
だけであり、躓きが避けられないのはそれ
ゆえのことだということです。ですから、
ここに記されていることは、天の御国の奥
義を数週にわたって知らされ、イエス様の
ことをとても近くに感じてきた私たちにと
っては、深刻な問題を孕んでいるように思
います。 
 ここで登場している人々がどういう人た
ちなのかと言えば、それは、誰よりも長
く、しかも、濃密な時間をイエス様と共に
過ごした人々でありました。このことはつ
まり、イエス様と共にあるということの一
つのあり方が、イエス様の家族、同郷の
人々の姿を通してここに現されているとい
うことです。ところが、この誰よりもイエ
ス様のことをよく知っているはずの人たち
がイエス様に躓いた、それは、「この人
は、このような知恵と奇跡を行う力をどこ
から得たのだろう」と御言葉が語るよう
に、彼らはイエス様の変化について行くこ
とができなかったから、あるいは、自らの
価値観、経験則という狭い枠の中にイエス
様を押し込もうとしたから、彼らが躓いた
のはそういうことでもありました。ただ、
このことはつまり、彼らは神の子であるイ
エス様と長くを共にしていながら、何一つ
変わることができなかったということで
す。ですから、このことは私たちにとって

は衝撃的であるだけでなく、様々な点で深
刻な事態をもたらすことになります。それ
は、イエス様とその近くにどれだけ長く一
緒にいたとしても、人は何一つ変わること
はない、このことを実証しているかのよう
に見えるからです。それも、近ければ近い
ほどそれが難しい、イエス様のその誕生か
らその時までのすべてを知っている父ヨセ
フと母マリアすらイエス様に躓いたわけで
すから、人は変わらないどころか、そもそ
ものところで変わることができない、イエ
ス様との近さがこの点を明らかにしている
ようにも思えるからです。 
 ですから、このことは私たちにとっては
他人事ですますことはできません。信仰上
の深刻な問題であり、何としてでも解決し
なければならない課題だとも言えるので
す。ただ、この、家族、同郷の人々の無理
解が示すところは彼らだけの問題ではあり
ません。その家族、同郷の人々が躓いたと
いうことはつまり、人の子としてのイエス
様にとっても、ここでのことは大きな躓き
であったということです。しかし、それ
は、イエス様にとっても、その家族、同郷
の人々にとっても必要なことでもありまし
た。私たちにとっての躓きでしかない主の
十字架が、そこで躓くからこそ神様の御心
が明らかにされるように、ここでの躓きは
それゆえ、避けられないものでもあったか
らです。ただし、この躓きの本質は、イエ
ス様と近いことではありません。近いとこ
ろで私たちが何を見ようとしているのでし
ょうか。躓くことによって、また、躓くか
らこそ、この見るべきことがはっきりする
ことになり、そして、この見るべきところ
とは、イエス様が高きにいますお方ではな
く、低きにいますお方であるということで
す。ですから、そういう意味では、イエス
様の家族、同郷の人々の見方はあながち間
違っていたわけではありません。あのはな
たれ小僧のイエスがどうして預言者なん
だ、そんなはずはないじゃないかと彼らが
思ったのは至極当然のことでもあったから
です。ただ、何かが違う、共にいますイエ
ス様のことを私たちが正しく見つめるため
には、この何かが違う、というところがは
っきりと分かる必要があるのです。そし
て、ここに福音の本質があり、また、そこ
にイエス様の近くに集められた私たち信仰
者の本当の姿を見ることになるからです。 
 そこで先ず言えることは、イエス様によ
って明らかにされた福音とは、私たちの手
の届かない、高級なものではないというこ
とです。イエス様が低きにあるということ
はそういうものであり、だから、そこには
一時の満足、一瞬の快楽で終わらない喜び
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があり、そして、この喜びが私たちを人と
して本当の意味で御心に適った形で変える
ことになるのです。そして、それが「生か
される」ということでもありますが、た
だ、子どもの頃、親の有り難みというもの
がまったく分からなかったように、福音を
福音として受け止め、この福音が胸にスト
ンと落ちるためにはそれ相当の時間がかか
るものです。そして、時間がかかるという
ことは、分かるまでを忍耐し、その時を待
ち望まねばならないということでもありま
すが、ところが、待てといわれ、素直に待
つことのできる者は多くはないのです。私
たちが上にあるものを引きずり下ろしてで
も、欲しいものを手にしようとするのはそ
のためで、また手に入らないがゆえの苛立
ちからなのでしょうか。下にあるものを蔑
み、虐げるのはそのためです。そして、そ
れが低くきにあるということでもあります
が、ですから、低きにあるということは、
教会の歴史がそうであり、また、自らのそ
の足下を見ても明らかなように、そういう
浅ましさ、卑しさとは決して無縁ではない
のです。けれども、イエス様が私たちと共
にあるということは、そこにイエス様がそ
れでも共にいてくださっているということ
なのです。それゆえ、福音の確かさという
ものは、天上のきらびやかな王宮で実感さ
せられるものではなく、私たちの生きるこ
の低いところでこそ体験させられるものな
のです。 
 ですから、そこで大事なことはイエス様
が私たちと「同じである」ということで
す。人として生きたイエス様が傷つくこと
もなく、また、人から見下されることもな
ければ、神の子とはそんなものかとの思い
に陥ってしまうからです。けれども、イエ
ス様はそうではなかった、人から見下さ
れ、深い傷を負ったのです。しかし、それ
はそれで問題があるわけです。なぜなら、
私たちと同じであれば、このお方に何かを
期待しても仕方ないということにもなるか
らです。ですから、イエス様が深い傷を負
ったのは、この私たちと同じであることか
ら生じる、そうした錯綜した私たちの思い
によるものでもありますが、けれども、こ
れこそがイエス様が低きにあり、私たちと
共にあることを明らかにしてくれているの
です。そして、イエス様はこの経験をここ
ではその家族、同郷の人々の間でしたわけ
ですが、ですから、ここではイエス様の心
の動きについては一切触れられてはいない
のですが、けれども、そのような中でイエ
ス様もまた私たちが思い、感じることと同
じ思いを抱いたはずなのです。 
 それは、理解して欲しい、でもどうして

理解してくれないのか、イエス様が私たち
と同じ人として生きた以上、このネガティ
ブな感情がまったく湧き上がらなかったと
いうことは考えられません。けれども、御
言葉がそれをあえて言葉にしていないのは
どうしてなのでしょうか。それは、イエス
様が私たちと「同じである」ということを
私たちに誤解させないためです。つまり、
同じでありながらも、何かが違う、その心
中を詳らかにしないのはこの、何かが違
う、との気づきを与えるためだと思うので
す。そこでもう一つ、私たちが気づくべき
大切なことがあります。それは、私たちイ
エス様とが共にあるということ、イエス様
と共に歩む私たちがイエス様にとっての家
族であるということ、この御言葉から分か
ることは、イエス様と共にあるということ
についても、私たちがイエス様の家族であ
るということについても、御言葉は決して
理想化してはいないということです。そし
て、私は、私たちが自らの信仰や教会とい
うものを考えていく場合、この理想化しな
いと言うことがとても大切なことのように
思うのです。なぜなら、私たちが貴いもの
を頭の中で考えようとするとき、どうして
も理想的な姿を思い描いて、御言葉が言わ
んとしているところから大きく外れてしま
うことがあるからです。 
 ここで明らかにされていることは、聖家
族の持っている一つの問題性であるのは間
違いありません。そして、それは、イエス
様と共にあるからこそ、聖家族、その故郷
において浮かび上がったことでもありまし
た。ただ、その問題が発生したのは、彼ら
だけに問題があったからではありません。
彼らをしてそうさせた理由はイエス様にも
あり、そもそものところで言えば、共にあ
るということも、家族であるということ
も、そういうものでもあるからです。私た
ちはそういうふうには思わないのかも知れ
ませんが、聖家族、故郷の人々にとって
は、イエス様こそが問題なのであり、従っ
て、改めるべきはイエス様に他ならない、
それが彼らの見方でもありました。ただ、
そこで言えることは、そうであればこそ、
その彼らこそが変えられなければならない
ということです。けれども、改めよ、変わ
らねば、そう言って直ぐに何かが変わるこ
とがあるのでしょうか。長い時間をかけて
作り上げられてきたものを変えることがど
れほど難しいかは私たちはよく知っていま
す。特に、一端築かれた家族関係のような
強固なものを機械的にシステマチックに、
人間の理屈に合わせて変えることは、それ
が仮にできたとしても、体裁を整え、変え
ること自体がその目的となれば、結局はや
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らない方がよかったということにもなるか
らです。ですから、イエス様と近い関係に
ある人々によって構成されるコミュニティ
の課題は意図的に無理矢理変わろうとする
ことではありません。手段に過ぎない変化
を意図的に目的化することは、今世界で起
こっていることを見ても明らかなことです
が、人は力による現状変更をも厭わない、
愚かな行動に簡単に身を委ねることにもな
るからです。 
 私たちが「変わるべきだ、変わらなけれ
ばならない」とそう思うであろう、イエス
様と近い関係にある人々に向かって、ここ
でイエス様は特別なことは何もなさいませ
ん。その理由を御言葉は彼らが「不信仰で
あったから」と言うのですが、それは確か
にその通りです。それゆえ、イエス様のこ
の言葉はとても重く、特に、イエス様と共
にあり、そのお側近くで毎日を過ごす私た
ちにとっても、「不信仰」というこの言葉
はとても重く響くことになります。けれど
も、この「不信仰」という言葉は、イエス
様の家族、同郷の人々にとっては避けるこ
とのできないものでもありました。このこ
とはつまり、「不信仰と」いうこの言葉
は、この時のイエス様の近くにあるありの
ままの状態を示しているということで、つ
まりは、この言葉こそが彼らがイエス様に
よって変えられていく上での原点であると
いうことです。ただ、彼らにとって、自分
たちのありのままの姿を見つめることは辛
く、苦しいことでもあるのでしょう。この
痛みゆえに、目を背けたくもなるのでしょ
う。しかし、イエス様はそんな彼らのこと
を無理矢理変えようとはしないのです。そ
れは、諦め、見捨てたからではありませ
ん。もしかしたら、彼らはイエス様の振る
舞いを見て、そんなことを感じたのかも知
れません。だから、彼らは更なる躓きを覚
えることにもなった。けれども、その彼ら
が、イエス様が十字架の道を辿る中で福音
を宣べ伝える者へと変えられていった、つ
まりは、福音に生きるものとされていった
のです。それは、彼らが信仰心篤く、イエ
ス様の覚えめでたい人々であったからでは
ありません。彼らが変えられていったの
は、イエス様に不信仰と言われたこの原点
に立たされたからであり、それゆえ、イエ
ス様に躓き、イエス様を遠くに感じること
にもなったのですが、けれども、その彼ら
との近さを常に心に留め、十字架へと向か
われたのがイエス様というお方ででもあり
ました。 
 不信仰という自らの原点に立つことで彼
らが見たものは、共にあるイエス様であり
ますが、それと同時に彼らの見たものは、

イエス様と共にあるその歩みが天へと通じ
ているということでした。彼らを変えたの
はそのことへの気づきでもありますが、た
だ、不信仰との言葉は私たちを深く傷つけ
るだけでなく、イエス様から遠ざけるもの
であるのは間違いありません。けれども、
その私たちとイエス様は共にいてくださ
る、そこで彼らはこのことに気づいたので
す。何かが違うと、そして、それは、私た
ちの信仰が地上のことだけを語るものでは
ないからです。躓きが十字架につながるよ
うに、イエス様と彼らとを繋ぐものはこの
十字架です。そして、その彼らがやがて変
えられていったのは、彼らの歩みが躓いて
終わるものではなく、十字架をへて天上へ
とつながるものでもあるからです。そのこ
とを私たちは躓けばこそ知るのです。そし
て、そこで知らされることが私たちとイエ
ス様との近さでもありますが、それゆえ、
この近さゆえに、私たちの命は低く卑しい
ままで終わることはありません。低いがゆ
えに天へとつながっている、それは、イエ
ス様の十字架と復活によって、天と地は完
全につながっているからです。だから、私
たちは、変わりたい、変わらねばと思わず
とも、必ず、自ずと変えられていくので
す。そして、この、何かが違うと、そう私
たちに気づかせるものが、私たちとイエス
様とをつなぐ教会という交わりでもあるの
です。 
 私たちはその生涯を通じて、何度、不信
仰というこの言葉を投げかけられるのでし
ょうか。けれども、それがイエス様との近
さを現すしるしでもあるのです。そういう
意味で、ここで「不信仰」と言われている
ことは、私たちにとっての希望の言葉だと
も言えるのです。まただから、イエス様の
家族、同郷の人々と同じように、私たちも
また、イエス様のことを心から信じる者と
されるのです。そして、その私たちすべて
をイエス様は天に導いてくださろうとして
いるのです。ですから、不信仰であること
を恥ずかしく思う必要もなく、また、開き
直らって無理をする必要もなりません。
「不信仰」というこの言葉の背後にあるイ
エス様のことをしっかりと心に留め、すべ
てをイエス様にお任せし、私たちが歩み続
けるなら、イエス様というお方ゆえに私た
ちは必ず変えられていくのです。そして、
そのための新たな一巡りの歩みがまた始ま
ろうとしているのです。だから、この希望
へと向かう新たな歩みを今週もご一緒に歩
んで参りたいと思うのです。祈りましょ
う。 
 


